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建 築 幻 想
狩野忠正/大阪芸術大学
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山陰に計 画中の建築。
神話 の世界,お ろち伝
説 か らくるスパイ ラル
であ る。 スパイ ラルは
DNAの 形 で もある。
周辺 の山並 みを池 の中
に映 し込 む。実像 と虚
像の反転。
屋根部分 に太陽電 池を
設 置。太陽の道を表 し,
原始 への回帰 を示す。
左:震 災復興集 合住宅
を卵で シンボ ライ
ズす る。
右:深 い庇は鳥 の飛翔
を示す。7つ の海
に開かれた大開囗,
大階段を持 っ神戸
大学 百年記 念館。
9月11日,超 高層建築 の盲点 をさ らけ出 し
て しま ったニュー ヨークのワール ド トレー ド
セ ンターの爆破 テロ事件 は,建 築 に対す る考
え方 を変 えて しま うこと とな った。建築の歴
史 は多 くの創造 と喪失 を繰 り返 して きたが,
今 回の事件 は21世紀 を象徴す る記 憶 となる・こ
とは確 かである。市民 はそれ まで マ ンハ ッタ
ンの南地 区に聳 えていた ツイ・ンタワーの風 景
を思 い出 し,そ の幻想 を追 いか けて いる。 犠
牲者 の多 さが深 くかかわ った建築 の幻想を い
やが上 に も強烈 に してい る。 うず高 く残 され
た瓦礫 の下 に眠 る多 くの死者 は歴史 の悲 しみ,
都市 の無情 その ものであ る。
この建築 の設計者 ミノル ・ヤマサキは,こ
の地 で原型 としての110階の イ メー ジを膨 ら
ませたのであ る。 イメー ジを創 りだす行為 と
以前 あ った ものを思 い出す行為,そ こには建
築家 と他者 との立場 の違 いはあるが,ワ ール
ドトレー ドセ ンダーの幻想 として の建築 には
共通認識 を持 ってい る。建築 は他者 を内包 し
て しま うのだ。 ここで幻想 は創造 によるプ レ
ゼ ンス は 「フ ァンタ ジー」(fantasy)であ
り,爆 破,崩 壊 にあ って は 「イ リュージョン」
(illusion)にあたる。建築幻想 は創造 と喪 失
の境界 を行 き来 し,そ れを繰 り返 しなが らス
,パイ ラルァ ップ しよ うとする行為 にある。 そ
して創 造 はfantasyに支 持点 を置 く こと を
絶 えず考 えて きた ことは確 かである。
私 がベル リンでの2年 間の生活 で思 った こ
とはillusionとfantasyの交換で ある。ベ ル
リンにあ るブランデ ンブル グ門,ウ ィルヘル
ム ・カイザー教会 フンボル ト大学 に刻印 さ
れた銃弾 の跡 は幻想(illusion)であ る。 そ
れを眺めなが ら世界 の建築家達 は創造 の力 を
貯 えてい るのであ る。元 の東西 の壁が あった
近 くに建設 された ダニエル ・リベスキ ン ドの
ユ ダヤ博物館,レ ンゾ ・ピアノ,リ チャー ド・
ロジャース,ラ ファエル ・モネオ,磯 崎新,
ヘルムー ト・ヤ ーンのポ ッダムプ ラザの建築
群,ノ ーマ ン ・フォスターの国会議事堂 を見
ると理解で きる。 ここで建築家 はillusionを
fantasyへと転換 させ たのであ る。 このよ う
に建築幻想 はfantasyとillusionの2面性 を
もっ ものであ る。illusionをfantasyへと変
換 させ ることが重要 なのである。 その ことが
現実で あ り,歴 史観 の立脚点 と言 えるのであ
.る。歴史 を見う めることで幻想 は増幅 される。
歴史 となる過去 は確 かで ある。 そ して過去 し
か当て にな らな いのであ る6創 造 の手がか り
は歴史 に頼 る しかない。 そ して歴史ぺ の幻想
を深 めることで しか確 かな空 間を語 る ことは
で きな いのだ。
今回 の二3ヨ ー クの集団 テ ロによる崩壊
を見れ ばわか る。重要 なのはそ こか らいか に
歴史を意識す るかにあ る。建築 に限 らず創造
行為そ のものが変わ らざ るを得 ない。人類 の
歴史 は同 じような ことを繰 り返 してきたのだ。
地球上 の行為であ る限 り変 わ らない もの,
それ はその時 にや って くるイメー ジなので あ
る。 イメージが増幅 して もの ごとに定着 し,
空間の原理が創 られ,こ の地上 に定着 させ ら
れ る。'幻想で終わ るもの もあれば,幻 想 を実
体 に定着 させ完成 まで至 るもの もある。 その
差 はわずかで ある。 そ こで幻想で終わ る行為
に も意 味 を求 めることが大切 である。幻想で
終 わったか らこそ,よ けい影響力 を もった作
品 も多 くある。 ミー ス ・ファン ・デル ・ロー
エのベル リンフ リー ドリッヒス トラーセのガ
ラスタワーに して も,ル ・コル ビュ ジェのモ
ス クワパ レスに して も然 りである。幻想で終
わる ことによ り,そ の後 に強 い影響 を及 ぼ し
た。幻想が建築 にな るか どうかは,時 代 の運
命 のよ うな ものであ る。 しか しニ ュー ヨーク
の幻想 はあま りにも深 く重 い。21世紀元年 と
い う歴史 の接点 に人類にっ きっけ られ た幻想
その ものである。
95
